
2017（H29）学部シラバス

⾔語聴覚学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

⼩児⾔語障害学I 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
⾔語発達障害の中で、精神遅滞、広汎性発達障害の特徴を理解す、評価、検査、指導プログラムなどを修得する。

授業の目的
⾔語発達障害の中で、精神遅滞、広汎性発達障害の特徴を理解する。
評価⽅法を障害の診断基準および発達の観点から理解する。
検査の種類とその利⽤、検査の実際（施⾏、採点、解釈、翻訳）と報告書の書き⽅を理解する。
指導の諸技法、指導のためのプログラム、指導上の留意点を理解する。

学習目標
1.⼩児の⾔語障害全体を理解する。
2.⾔語発達障害の成因となる障害の⾔語・⾏動特徴および評価・診断基準を説明できる。
3.各種検査を理解し、適切な検査法を選択できる。
4.指導法の総論について理解する。
5.指導法の各論について理解し、実践できる。
6.検査の施⾏、採点、解釈、翻訳（報告書を含む）の各段階を理解できる。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法

担当教員名
⼭岸 達弥、 渡辺 時⽣

対象学年 2 対象学科 ⾔語

開講時期 前期 必修・選択 必修

単位数 2 時間数 30

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ○ ○

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1 ⾔語発達障害の概要 講義 渡辺 時⽣

2 精神遅滞（知的障害) 講義 渡辺 時⽣

3 精神遅滞（知的障害) 講義 渡辺 時⽣

4 精神遅滞（知的障害) 講義 渡辺 時⽣

5 ⾃閉スペクトラム症 講義 ⼭岸 達弥

6 ⾃閉スペクトラム症 講義 ⼭岸 達弥

7 ⾃閉スペクトラム症 講義 ⼭岸 達弥

8 学習障害、注意⽋陥／多動性障害 講義 渡辺 時⽣

9 各種検査の理解（１） 講義 ⼭岸 達弥

10 各種検査の理解（２） 講義 渡辺 時⽣

11 指導法の理解（１） 講義 ⼭岸 達弥

12 指導法の理解（２） 講義 渡辺 時⽣

13 指導法の実際（１） 講義 ⼭岸 達弥

14 指導法の実際（２） 講義 渡辺 時⽣

15 まとめ ⼭岸 達弥

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 標準⾔語聴覚障害学 ⾔語発達障害学
(第2版)

藤⽥郁代、⽟井ふみ、深浦順⼀
他

医学書
院

2015
年

5,000円＋
税

参考書 リストを講義開始⽇に別途配布

その他の資料



期末試験により評価する。

履修上の留意点

オフィスアワー・連絡先 
オフィスアワー︓⽕曜⽇１２︓００〜１３︓００(⼭岸達弥) ⽉曜⽇１２︓１０〜１３︓１０（渡辺時⽣）
連絡先︓yamagisi＠nuhw.ac.jp tokio-w＠nuhw.ac.jp


